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第7号うるま市
男女共同参画情報誌

第 7号
発行/うるま市役所市民協働課

2016年4月

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

　
無
意
識
の
う
ち
に「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か

ら
」と
い
う
理
由
で
、
何
か
を
あ
き
ら
め
た

り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
人
生
の
選
択
に

制
限
を
及
ぼ
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を

発
揮
す
る
機
会
を
奪
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
問

題
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
男

だ
か
ら
こ
う
す
る
べ
き
、
女
だ
か
ら
こ
う
あ

る
べ
き
」と
い
っ
た
性
別
で
固
定
的
に
役
割

を
決
め
て
し
ま
う
意
識
に
気
づ
く
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
意
識
全
体
を
社
会
全
体
で
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　（
公
財
）お
き
な
わ
女
性
財
団
主
催
、
う
る
ま
市

共
催
で
、
社
会
福
祉
士
で
お
き
な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン

タ
ー
の
理
事
を
務
め
る
、
渡
邊
真
寿
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
意
見
を
交
換
す
る
ミ
ニ
ワ
ー
ク
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
暴
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
す
る
Ｄ
Ｖ
の
構
造
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
あ

り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
を
は
じ
め
、
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方

な
ど
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
９
月
８
日（
火
）に
あ
げ
な
中
学
校
２
年
生
を
対

象
に
、
11
月
18
日（
水
）に
与
勝
中
学
校
２
年
生
を

対
象
に
、
お
き
な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
の
講
師
を

派
遣
し
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
今
ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
け
ど
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん

と
伝
え
て
、
相
手
の
気
持
ち
も
聞
き
た
い
」な
ど
、

お
互
い
の
関
係
を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は…

　
結
婚
し
て
い
な
い
恋
人
間
で
起
き
る
暴
力
を
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
と
言
い
ま
す
。中
学
生
や
高
校
生
を
含
め
、若

い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
の

講
師
派
遣
を
行
い
ま
し
た
！

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
の

講
師
派
遣
を
行
い
ま
し
た
！

平
成
27
年
度（
９
月
〜
３
月
）

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
の
取
組
み

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
座
を
開
催

…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
月
24
日（
水
）

本
当
に
い
の
ち
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
か

本
当
に
い
の
ち
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
か

〜
み
ん
な
で
考
え
た
い
暴
力
に
つ
い
て
〜

講
師
　
渡
邊 

真
寿
美 

氏

わ
た
な
べ

ま
す
み

みなさん真剣に聞き入っていました。

第5期うるま市男女共同参画懇話会

劇も交えたわかりやすい講座でした。

一、 わたしたちは、互いに人権を尊重しあい、自立・平等の意識を育み、人にやさしくできる社会をめざします。
一、 わたしたちは、性別による固定的な役割分担の意識や慣習にとらわれず、みんなが参画できる社会をめざします。
一、 わたしたちは、家事、育児、介護の責任を共に担い、家庭、職場や地域で支え合う社会をめざします。
一、 わたしたちは、あらゆる活動や意思決定の場に、男女が平等に参画できる社会をめざします。  
一、 わたしたちは、世界の恒久平和を願い、民族や文化のちがいを理解し、共に生きる社会をめざします。

　太平洋の青い海　山の緑　豊かな美しい自然に恵まれた歴史と伝統文化のまち　うるま市 
わたしたちは、一人ひとりが互いをかけがえのない存在として認めあい、それぞれの個性や人権を尊重し、
責任を分かちあい、共に健康で、平和な社会の実現をめざし、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

　平成26年5月30日から、市長よ
り委嘱を受けた第５期うるま市男女
共同参画懇話会の最後の懇話会が
2月19日に開かれました。委員のみ
なさんには約2年間にわたり、男女
共同参画行動計画の進捗状況に関
する審議を重ね、男女共同参画セ
ンターの設置要請や施策に対しての
提言をまとめていただきました。貴
重な提言を、今後の施策に反映さ
せて推進していきたいと思います。

　男女共同参画社会の実現をめざし、より多
くの女性の皆さまに政策や方針決定過程に参
画していただくことを目的に女性人材リスト事
業を実施しています。
　まちづくりに積極的に貢献でき、各分野で
ご活躍される方々の登録を
お待ちしています。

【お問い合わせ先】
うるま市市民協働課
☎973-5487

共に創ろう！一人ひとりの個性が輝くまち
◆◆うるま市男女共同参画都市宣言◆◆

◆ひとりで悩まずに、まずはご相談ください◆

4月1日より組織機
構見直しのため、
企画 課 共 同参画
係は、市民協働課 
男女共同参画係と
なりました。
☎973-5487

お知らせお知らせ 第５期うるま市男女共同参画懇話会第５期うるま市男女共同参画懇話会

相談窓口のご案内 うるま市女性人材リスト
登録者を募集中！！

●うるま市女性・児童家庭課相談室

●中部配偶者暴力相談センター

●よりそいホットライン

●おきなわ子ども虐待ホットライン

●てぃるる相談室（祝日の月・年末年始休み）

●沖縄県警察本部警察安全相談（DV等）
●性暴力被害者ワンストップ支援センター

（月～金8：30 ～17：15/祝祭日除く）

（月～金8：30 ～17：00/祝祭日除く）

（年中無休/24時間対応）

（月～金17：30 ～翌日8：30/土日・祝祭日は24時間対応）

男性専用（日・月10：30 ～16：00）
女性専用（火～土10：00 ～20：00）

（月～土9：00 ～17：00/祝祭日除く）

…………☎973-5041

………………☎938-9886

……………………☎0120-279-338

……………☎886-2900

…………………☎868-4011
…………………☎868-4010

……☎863-9110
……☎♯7001

（☎888-2060）

（通話料無料）
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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）に
つ
い
て
理
解
を
深

め
よ
う
と
、
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
沖
縄
代
表
の
砂
川
秀
樹
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
図
を
交
え
な
が
ら

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
そ
の
抱
え
る
問
題
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、

全
て
の
人
が
平
等
に
、
平
和
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
う
」「
多
様
な
あ
り
か
た
を
お
互
い
に
認
め
、
大
事
に

し
合
え
る
社
会
に
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
自
分
自

身
に
つ
い
て
も
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

も
言
わ
れ
ま
す
。

・
レ
ズ
ビ
ア
ン…

女
性
同
性
愛
者

・
ゲ
イ…

男
性
同
性
愛
者

・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル…

両
性
愛
者

・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー…

体
の
性
別
と
心
の
性
別
が

  

異
な
る
人
や
そ
の
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
人

※

Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー…

性
の
あ
り
か
た
に
迷
う
人

　
日
本
で
は
、
最
低
で
も
20
人
に
１
人
が
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
は
、
性
格
が
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
よ
う
に
、
性
自
認

（
性
別
の
自
己
意
識
）や
性
的
指
向（
恋
愛
対
象
が
男
性
な

の
か
女
性
な
の
か
、
ま
た
は
両
方
な
の
か
）も
ひ
と
り
ひ

と
り
違
い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
抱
え
る
問
題
の

大
部
分
は
、
社
会
の
中
で
異
質
な
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
を
周
り
に
言

え
ず
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ

う
。
あ
な
た
の
親
し
い

人
も
例
外
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
多
様
な
性
を
お
互
い

に
受
け
入
れ
、
誰
も
が

自
由
に
幸
せ
に
な
れ
る
、

生
き
や
す
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座
の
開
催

「
フ
ツ
ー
」っ
て
な
ん
で
す
か
？

「
フ
ツ
ー
」っ
て
な
ん
で
す
か
？

〜
性
別
・
性
的
指
向
を
め
ぐ
る
思
い
込
み
〜

秋
田
大
会
テ
ー
マ

み
つ
め
て  

み
と
め
て  

あ
な
た
と
私

　
〜
多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）と
は
〜

◇ ◆女 性 会 議 に参 加してみて◆ ◇

講
師
　
砂
川 

秀
樹 

氏

す
な
が
わ

ひ
で
き

多様な性について考えさせられる内容でした。

メイン会場の倉敷市民会館での閉会式
LGBT の尊厳と社会運動を象徴する旗

「レインボーフラッグ」

◀

女団協のみなさん
　真剣な表情をしています。

◀終了後は、懇親会で
　交流を深めました。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
月
3
日（
木
）

　
今
年
度
は
、
11
月
27
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
各
団
体
の

代
表
か
ら「
子
育
て
支
援
対
策
」や
、「
地
震
や
津
波
の
訓
練

の
状
況
」な
ど
、
日
頃
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
や
、

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
、
島
袋
市
長
及
び
部
長

た
ち
と
語
り
合
う
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

う
る
ま
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
活
動
報
告

市
長
と
語
る
つ
ど
い

市
長
と
語
る
つ
ど
い

日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷

日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷

日
本
女
性
会
議
2
0
1
6
は

　
　
　
　
　
秋
田
に
決
定
！！

日
本
女
性
会
議
2
0
1
6
は

　
　
　
　
　
秋
田
に
決
定
！！

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画

  

国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画

  

国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金

L
G
B
T
っ
て
な
あ
に
？
？

　
第
32
回
大
会
は
岡
山
県
倉
敷
市
で
、
大
会
テ
ー
マ「
思

い
や
り
　
男
女（
ひ
と
）が
集
う
　
白
壁
の
ま
ち
」に
沿
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
う
る
ま
市
か
ら
は
、
池
原
ト
モ
子
さ
ん
、
園
崎

香
代
子
さ
ん
の
お
２
人
が
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金
を
活

用
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
28
年
10
月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

会
場
：
秋
田
県
民
会
館
、
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館 

ほ
か

　
一
年
に
一
度
の
大
き
な
大
会
で
す
。
国
内
外
研
修
派
遣

補
助
金
を
ご
活
用
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
う
る
ま
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、

う
る
ま
市
在
住
の
方
に
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
研
修
：
日
本
女
性
会
議（
国
内
）

　
　
　
　
　
女
性
の
翼（
国
外
）ほ
か

補
助
金
の
額
：
上
限
４
万
円

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
、

意
識
啓
発
お
よ
び
実
践
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
は
、

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
補
助
金
の
支

援
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
上
限
は
２
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
協
働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
0
9
8-

9
7
3-

5
4
8
7

✿
日
本
女
性
会
議
と
は・・・

　
昭
和
50
年
の「
国
際
婦
人
年
」と
そ
れ
に
続
く「
国
連
婦

人
の
10
年
」を
記
念
し
て
、昭
和
59
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
、男
女
共
同
参
画
を

切
り
口
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
二
千
〜
三
千
人
規
模
の
参
加
者
が
集
う
男
女

共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。　

池
原
さ
ん

　「日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷
」で
は
、人
材
が

豊
富
で
ど
の
研
修
会
場
に
お
い
て
も
素
晴
ら
し
く
、

受
け
入
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
含
め
、す
べ
て
が

満
足
で
し
た
。特
に
伊
藤
倉
敷
市
長
の
講
演
会
は
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、一
言

で
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
有
意
義
な
学
習
が
で
き

ま
し
た
。

園
崎
さ
ん

　メ
イ
ン
会
場
の
倉
敷
市
民
会
館
は
二
千
人
以
上

の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、迎
え
て
く
れ
た
倉
敷

の
み
な
さ
ん
は
7
6
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

た
。大
会
長
の
伊
藤
倉
敷
市
長
や
、武
内
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
ご
夫
婦
の
講
演
会
は
特
に
印
象
深
く
、タ
ニ
タ

の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
分
科
会
も
素
晴
ら
し
く
、す
ご

く
満
足
し
て
い
ま
す
。

い
け
は
ら

そ
の
さ
き

か
　 

よ    

こ
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性
的
マ
イ
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テ
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Ｌ
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Ｂ
Ｔ
）に
つ
い
て
理
解
を
深

め
よ
う
と
、
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
沖
縄
代
表
の
砂
川
秀
樹
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
図
を
交
え
な
が
ら

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
そ
の
抱
え
る
問
題
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、

全
て
の
人
が
平
等
に
、
平
和
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
う
」「
多
様
な
あ
り
か
た
を
お
互
い
に
認
め
、
大
事
に

し
合
え
る
社
会
に
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
自
分
自

身
に
つ
い
て
も
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

も
言
わ
れ
ま
す
。

・
レ
ズ
ビ
ア
ン…

女
性
同
性
愛
者

・
ゲ
イ…

男
性
同
性
愛
者

・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル…

両
性
愛
者

・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー…

体
の
性
別
と
心
の
性
別
が

  

異
な
る
人
や
そ
の
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
人

※

Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー…

性
の
あ
り
か
た
に
迷
う
人

　
日
本
で
は
、
最
低
で
も
20
人
に
１
人
が
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
は
、
性
格
が
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
よ
う
に
、
性
自
認

（
性
別
の
自
己
意
識
）や
性
的
指
向（
恋
愛
対
象
が
男
性
な

の
か
女
性
な
の
か
、
ま
た
は
両
方
な
の
か
）も
ひ
と
り
ひ

と
り
違
い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
抱
え
る
問
題
の

大
部
分
は
、
社
会
の
中
で
異
質
な
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
を
周
り
に
言

え
ず
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ

う
。
あ
な
た
の
親
し
い

人
も
例
外
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
多
様
な
性
を
お
互
い

に
受
け
入
れ
、
誰
も
が

自
由
に
幸
せ
に
な
れ
る
、

生
き
や
す
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座
の
開
催

「
フ
ツ
ー
」っ
て
な
ん
で
す
か
？

「
フ
ツ
ー
」っ
て
な
ん
で
す
か
？

〜
性
別
・
性
的
指
向
を
め
ぐ
る
思
い
込
み
〜

秋
田
大
会
テ
ー
マ

み
つ
め
て  

み
と
め
て  

あ
な
た
と
私

　
〜
多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）と
は
〜

◇ ◆女 性 会 議 に参 加してみて◆ ◇

講
師
　
砂
川 

秀
樹 

氏

す
な
が
わ

ひ
で
き

多様な性について考えさせられる内容でした。

メイン会場の倉敷市民会館での閉会式
LGBT の尊厳と社会運動を象徴する旗

「レインボーフラッグ」

◀

女団協のみなさん
　真剣な表情をしています。

◀終了後は、懇親会で
　交流を深めました。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
月
3
日（
木
）

　
今
年
度
は
、
11
月
27
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
各
団
体
の

代
表
か
ら「
子
育
て
支
援
対
策
」や
、「
地
震
や
津
波
の
訓
練

の
状
況
」な
ど
、
日
頃
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
や
、

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
、
島
袋
市
長
及
び
部
長

た
ち
と
語
り
合
う
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

う
る
ま
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
活
動
報
告

市
長
と
語
る
つ
ど
い

市
長
と
語
る
つ
ど
い

日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷

日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷

日
本
女
性
会
議
2
0
1
6
は

　
　
　
　
　
秋
田
に
決
定
！！

日
本
女
性
会
議
2
0
1
6
は

　
　
　
　
　
秋
田
に
決
定
！！

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画

  

国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画

  

国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金

L
G
B
T
っ
て
な
あ
に
？
？

　
第
32
回
大
会
は
岡
山
県
倉
敷
市
で
、
大
会
テ
ー
マ「
思

い
や
り
　
男
女（
ひ
と
）が
集
う
　
白
壁
の
ま
ち
」に
沿
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
う
る
ま
市
か
ら
は
、
池
原
ト
モ
子
さ
ん
、
園
崎

香
代
子
さ
ん
の
お
２
人
が
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金
を
活

用
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
28
年
10
月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

会
場
：
秋
田
県
民
会
館
、
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館 

ほ
か

　
一
年
に
一
度
の
大
き
な
大
会
で
す
。
国
内
外
研
修
派
遣

補
助
金
を
ご
活
用
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
う
る
ま
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、

う
る
ま
市
在
住
の
方
に
国
内
外
研
修
派
遣
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
研
修
：
日
本
女
性
会
議（
国
内
）

　
　
　
　
　
女
性
の
翼（
国
外
）ほ
か

補
助
金
の
額
：
上
限
４
万
円

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
、

意
識
啓
発
お
よ
び
実
践
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
は
、

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
補
助
金
の
支

援
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
上
限
は
２
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
協
働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
0
9
8-

9
7
3-

5
4
8
7

✿
日
本
女
性
会
議
と
は・・・

　
昭
和
50
年
の「
国
際
婦
人
年
」と
そ
れ
に
続
く「
国
連
婦

人
の
10
年
」を
記
念
し
て
、昭
和
59
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
、男
女
共
同
参
画
を

切
り
口
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
二
千
〜
三
千
人
規
模
の
参
加
者
が
集
う
男
女

共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。　

池
原
さ
ん

　「日
本
女
性
会
議
2
0
1
5
倉
敷
」で
は
、人
材
が

豊
富
で
ど
の
研
修
会
場
に
お
い
て
も
素
晴
ら
し
く
、

受
け
入
れ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
含
め
、す
べ
て
が

満
足
で
し
た
。特
に
伊
藤
倉
敷
市
長
の
講
演
会
は
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、一
言

で
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
有
意
義
な
学
習
が
で
き

ま
し
た
。

園
崎
さ
ん

　メ
イ
ン
会
場
の
倉
敷
市
民
会
館
は
二
千
人
以
上

の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、迎
え
て
く
れ
た
倉
敷

の
み
な
さ
ん
は
7
6
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

た
。大
会
長
の
伊
藤
倉
敷
市
長
や
、武
内
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
ご
夫
婦
の
講
演
会
は
特
に
印
象
深
く
、タ
ニ
タ

の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
分
科
会
も
素
晴
ら
し
く
、す
ご

く
満
足
し
て
い
ま
す
。

い
け
は
ら

そ
の
さ
き

か
　 

よ    

こ
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男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

　
無
意
識
の
う
ち
に「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か

ら
」と
い
う
理
由
で
、
何
か
を
あ
き
ら
め
た

り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
人
生
の
選
択
に

制
限
を
及
ぼ
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を

発
揮
す
る
機
会
を
奪
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
問

題
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
男

だ
か
ら
こ
う
す
る
べ
き
、
女
だ
か
ら
こ
う
あ

る
べ
き
」と
い
っ
た
性
別
で
固
定
的
に
役
割

を
決
め
て
し
ま
う
意
識
に
気
づ
く
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
意
識
全
体
を
社
会
全
体
で
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　（
公
財
）お
き
な
わ
女
性
財
団
主
催
、
う
る
ま
市

共
催
で
、
社
会
福
祉
士
で
お
き
な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン

タ
ー
の
理
事
を
務
め
る
、
渡
邊
真
寿
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
意
見
を
交
換
す
る
ミ
ニ
ワ
ー
ク
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
暴
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
す
る
Ｄ
Ｖ
の
構
造
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
あ

り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
を
は
じ
め
、
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方

な
ど
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
９
月
８
日（
火
）に
あ
げ
な
中
学
校
２
年
生
を
対

象
に
、
11
月
18
日（
水
）に
与
勝
中
学
校
２
年
生
を

対
象
に
、
お
き
な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
の
講
師
を

派
遣
し
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
今
ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
け
ど
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん

と
伝
え
て
、
相
手
の
気
持
ち
も
聞
き
た
い
」な
ど
、

お
互
い
の
関
係
を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は…

　
結
婚
し
て
い
な
い
恋
人
間
で
起
き
る
暴
力
を
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
と
言
い
ま
す
。中
学
生
や
高
校
生
を
含
め
、若

い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
の

講
師
派
遣
を
行
い
ま
し
た
！

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
の

講
師
派
遣
を
行
い
ま
し
た
！

平
成
27
年
度（
９
月
〜
３
月
）

う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
の
取
組
み

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
座
を
開
催

…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
月
24
日（
水
）

本
当
に
い
の
ち
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
か

本
当
に
い
の
ち
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
か

〜
み
ん
な
で
考
え
た
い
暴
力
に
つ
い
て
〜

講
師
　
渡
邊 

真
寿
美 
氏

わ
た
な
べ

ま
す
み

みなさん真剣に聞き入っていました。

第5期うるま市男女共同参画懇話会

劇も交えたわかりやすい講座でした。

一、 わたしたちは、互いに人権を尊重しあい、自立・平等の意識を育み、人にやさしくできる社会をめざします。
一、 わたしたちは、性別による固定的な役割分担の意識や慣習にとらわれず、みんなが参画できる社会をめざします。
一、 わたしたちは、家事、育児、介護の責任を共に担い、家庭、職場や地域で支え合う社会をめざします。
一、 わたしたちは、あらゆる活動や意思決定の場に、男女が平等に参画できる社会をめざします。  
一、 わたしたちは、世界の恒久平和を願い、民族や文化のちがいを理解し、共に生きる社会をめざします。

　太平洋の青い海　山の緑　豊かな美しい自然に恵まれた歴史と伝統文化のまち　うるま市 
わたしたちは、一人ひとりが互いをかけがえのない存在として認めあい、それぞれの個性や人権を尊重し、
責任を分かちあい、共に健康で、平和な社会の実現をめざし、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

　平成26年5月30日から、市長よ
り委嘱を受けた第５期うるま市男女
共同参画懇話会の最後の懇話会が
2月19日に開かれました。委員のみ
なさんには約2年間にわたり、男女
共同参画行動計画の進捗状況に関
する審議を重ね、男女共同参画セ
ンターの設置要請や施策に対しての
提言をまとめていただきました。貴
重な提言を、今後の施策に反映さ
せて推進していきたいと思います。

　男女共同参画社会の実現をめざし、より多
くの女性の皆さまに政策や方針決定過程に参
画していただくことを目的に女性人材リスト事
業を実施しています。
　まちづくりに積極的に貢献でき、各分野で
ご活躍される方々の登録を
お待ちしています。

【お問い合わせ先】
うるま市市民協働課
☎973-5487

共に創ろう！一人ひとりの個性が輝くまち
◆◆うるま市男女共同参画都市宣言◆◆

◆ひとりで悩まずに、まずはご相談ください◆

4月1日より組織機
構見直しのため、
企画 課 共 同参画
係は、市民協働課 
男女共同参画係と
なりました。
☎973-5487

お知らせお知らせ 第５期うるま市男女共同参画懇話会第５期うるま市男女共同参画懇話会

相談窓口のご案内 うるま市女性人材リスト
登録者を募集中！！

●うるま市女性・児童家庭課相談室

●中部配偶者暴力相談センター

●よりそいホットライン

●おきなわ子ども虐待ホットライン

●てぃるる相談室（祝日の月・年末年始休み）

●沖縄県警察本部警察安全相談（DV等）
●性暴力被害者ワンストップ支援センター

（月～金8：30 ～17：15/祝祭日除く）

（月～金8：30 ～17：00/祝祭日除く）

（年中無休/24時間対応）

（月～金17：30 ～翌日8：30/土日・祝祭日は24時間対応）

男性専用（日・月10：30 ～16：00）
女性専用（火～土10：00 ～20：00）

（月～土9：00 ～17：00/祝祭日除く）

…………☎973-5041

………………☎938-9886

……………………☎0120-279-338

……………☎886-2900

…………………☎868-4011
…………………☎868-4010

……☎863-9110
……☎♯7001

（☎888-2060）

（通話料無料）


